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新体制スタート！
新しい議会構成が決まりました。
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【監査委員】
（議会選出）

奥
おく
谷
や
　求
もとむ
　

（創志会）

昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845-1-603
【ひと言】
変化に対応！より質の高い政
策提言、提案を目指します。

【副議長】

加
か

藤
とう

　祥
しょう

一
いち

（創生会）

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339
【ひと言】
みなさんの声を大切にし、ま
ちづくりに反映させます。

【議　長】

石
いし

原
はら

　賢
けん

治
じ

（市民フォーラム）

昭和25年６月30日生まれ
西条町田口1505
【ひと言】
利他の心で何事にも取り組
みます。

新しい議会構成が決まりました。
６月25日に、新しい議会構成が決まりました。

議長あいさつ
　このたび、議員各位の推挙を賜り、議長職を拝命することとなりました。職責の重大
さを痛感し、身の引き締まる思いであります。
　議員の政策立案・政策提言など、さらなる議会改革を推進するとともに、開かれた議
会として、市民の皆様に関心を持っていただき、その声を市政に反映できるよう、公正
かつ円滑な議会運営に取り組んでまいります。
　市民の皆様の一層のご支援とご理解を賜りますようお願い申し上げます。
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文
教
厚
生
委
員
会
（
7
人
）

健
康
福
祉
部
・
こ
ど
も
未
来

部
・
教
育
委
員
会
の
所
管
事

項
を
審
査
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
（
7
人
）

総
務
部
・
財
務
部
・
会
計
管

理
室
・
消
防
局
の
所
管
事
項
、

他
の
委
員
会
が
所
管
し
な
い

事
項
を
審
査
し
ま
す
。

昭和41年12月１日生まれ
安芸津町風早1256
【ひと言】
地域発展のため、一所懸命取
り組みます。

岩い
わ
崎さ

き　

和か
ず
仁ひ

と

（
創
生
会
）

委
員
長

昭和30年６月26日生まれ
八本松南一丁目13-21-9
【ひと言】
暮らしやすく安全安心なまち
づくりを目指します。

大だ
い
道ど

う　

博ひ
ろ
夫お

（
創
志
会
）

副
委
員
長

昭和20年１月２日生まれ
黒瀬町宗近柳国288-2
【ひと言】
住んで良かったと云えるまち
づくりに取り組みます。

池い
け
田だ　

隆た
か
興お

き

（
清
新
の
会
）

昭和40年２月16日生まれ
志和町別府804-32
【ひと言】
芸術文化の力で笑顔と元気と
希望を届けます。

坂さ
か
元も

と　

百ゆ

合り

子こ

（
公
明
党
）

昭和28年８月21日生まれ
黒瀬切田が丘二丁目10-5
【ひと言】
安心・安全で強固な「地域づ
くり」をめざします！

竹た
け
川が

わ　

秀ひ
で
明あ

き

（
公
明
党
）

昭和38年７月14日生まれ
高屋高美が丘七丁目19-9
【ひと言】
女性委員長とのペアで市民の
皆様のために頑張ります。

牛う
し
尾お　

容よ
う
子こ

（
令
和
会
）

副
委
員
長

昭和34年６月１日生まれ
高屋町高屋東1916-16
【ひと言】
いま自分にできる事を精一杯
努力して取り組みます。

鈴す
ず
木き　

利と
し
宏ひ

ろ

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和35年２月28日生まれ
安芸津町三津4654
【ひと言】
市民の暮らしが第一をモッ
トーに市民目線を大切にします

宮み
や
川か

わ　

誠や
す
子こ

（
真
政
倶
楽
部
）

昭和25年10月18日生まれ
高屋高美が丘四丁目7-1
【ひと言】
市民目線を大切に、市民優先
の議会活動に邁進します。

重し
げ
森も

り　

佳か

代よ

子こ

（
清
新
の
会
）

委
員
長

昭和38年６月25日生まれ
高屋町溝口676
【ひと言】
政策論議、政策立案できる議
員として取り組みます。

山や
ま
下し

た　

守ま
も
る

（
創
生
会
）



市議会だより　2021.8 page.04

昭和28年12月10日生まれ
黒瀬町乃美尾744-1
【ひと言】
働きやすく暮らしやすい本市
のまちづくりを進めます。

北き
た

林ば
や
し　

光み
つ

昭あ
き

（
清
新
の
会
）

委
員
長

昭和34年４月17日生まれ
志和町志和堀1281-1
【ひと言】
平和・命・暮らしの市政に転
換を求めていきます。

谷た
に　

晴は
る
美み

（
日
本
共
産
党
）

昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845-1-603
【ひと言】
変化に対応！より質の高い政
策提言、提案を目指します。

奥お
く
谷や　

求も
と
む

（
創
志
会
）

牧ま
き
尾お　

良り
ょ
う

二じ

（
創
生
会
）

昭和62年７月19日生まれ
西条西本町23-25-303
【ひと言】
初めての副委員長ですが、一
生懸命取り組みます。

鈴す
ず
木き　

英え
い
士じ

（
令
和
会
）

副
委
員
長

加か

根ね　

佳よ
し
基き

（
公
明
党
）

昭和38年１月16日生まれ
西条町寺家4280-12
【ひと言】
産業と住環境の向上に取り組
んでまいります。

中な
か
川が

わ　

修お
さ
む

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

乗の
り
越こ

し　

耕こ
う
司じ

（
清
新
の
会
）

昭和26年11月20日生まれ
八本松町正力1382-2
【ひと言】
世界に通用するグローバル教
育の普及を推進します。

重し
げ
光み

つ　

秋と
き
治じ

（
龍
馬
会
）

昭和34年１月22日生まれ
西条岡町5-22
【ひと言】
安心安全で住み良い、活力の
ある街づくりに貢献します。

坪つ
ぼ
井い　

浩こ
う
一い

ち

（
創
生
会
）

昭和30年２月10日生まれ
西条町下三永827
【ひと言】
住んで良かったと思える、ま
ちづくりを目指します。

玉た
ま
川が

わ　

雅ま
さ
彦ひ

こ

（
創
志
会
）

昭和27年３月28日生まれ
志和町志和堀3535-3
【ひと言】
コロナ禍で疲弊した本市の経
済復興の為粉骨砕身で臨む。

昭和35年９月19日生まれ
高屋町大畠549-98
【ひと言】
現場第一主義に徹して全力で
取り組みます。

昭和30年５月25日生まれ
河内町入野2139-18
【ひと言】
一人ひとりが輝く東広島の実
現。

市
民
経
済
委
員
会
（
7
人
）

地
域
振
興
部
・
生
活
環
境
部
・

産
業
部
の
所
管
事
項
を
審
査

し
ま
す
。
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昭和34年４月30日生まれ
西条町寺家4951-1
【ひと言】
市民の皆様の声を実現させる
ため、ひたすら頑張ります。

貞さ
だ
岩い

わ　

敬た
か
し

（
清
新
の
会
）

昭和37年１月11日生まれ
高屋町小谷3248-251
【ひと言】
生活面における「まちの黒字
化」を目指していきます。

景か
げ
山や

ま　

浩ひ
ろ
し

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和30年９月10日生まれ
八本松町原10582-1
【ひと言】
I　Ｌ♡VE　東広島　暮らし
やすい街を目指します。

田た

坂さ
か　

武た
け
文ふ

み

（
令
和
会
）

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339
【ひと言】
みなさんの声を大切にし、ま
ちづくりに反映させます。

加か

藤と
う　

祥し
ょ
う

一い
ち

（
創
生
会
）

昭和20年12月30日生まれ
高屋町造賀3619-1
【ひと言】
人口20万人の中核都市を目
指します。

上う
え
田だ　

廣ひ
ろ
し

（
広
友
会
）

昭和49年10月８日生まれ
西条町田口295-14
【ひと言】
皆様が安心して暮らせる新た
なまちづくりに挑戦します！

片か
た
山や

ま　

貴た
か
志し

（
創
生
会
）

副
委
員
長

昭和34年３月11日生まれ
西条町吉行1429-2
【ひと言】
皆様の声を市政に届けて住み
よい東広島市を目指します。

岡お
か
田だ　

育い
く
三そ

う

（
創
志
会
）

委
員
長

建
設
委
員
会
（
7
人
）

建
設
部
・
都
市
部
・
下
水
道

部
・
水
道
局
の
所
管
事
項
を

審
査
し
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会（
10
人
）

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
議
会（
7
人
）

　

東
広
島
市・竹
原
市・大
崎
上
島
町
で

組
織
し
、ご
み・し
尿
処
理
事
務
を
共
同

処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
の
議
員
で
す
。

議
員　

鈴
木　

英
士　

中
川　
　

修

　
　
　

玉
川　

雅
彦　

北
林　

光
昭

　
　
　

加
藤　

祥
一　

竹
川　

秀
明

　
　
　

山
下　
　

守

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
編
集
な
ど
、議
会
の
広
報
・
広

聴
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

委 

員 

長　

坂
元
百
合
子

副
委
員
長　

谷　
　

晴
美

委
員

　

片
山　

貴
志　

牛
尾　

容
子

　

景
山　
　

浩　

岩
崎　

和
仁

　

大
道　

博
夫　

北
林　

光
昭

　

重
森
佳
代
子　

重
光　

秋
治

議
会
運
営
委
員
会（
8
人
）

　

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・
委
員
会

条
例
等
に
関
す
る
事
項
と
議
長
の

諮
問
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委 

員 

長　

貞
岩　
　

敬

副
委
員
長　

田
坂　

武
文

委
員

　

坪
井　

浩
一　

奥
谷　
　

求

　

加
根　

佳
基　

乗
越　

耕
司

　

鈴
木　

利
宏　

牧
尾　

良
二

その他の委員会等の構成
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令和３年第２回臨時会　議案の概要

第２回臨時会
（会期：令和３年４月19日）

議決した案件
議案の内訳

●承認案…２件　●予算案…１件
（●全会一致可決…２件　●賛成多数可決…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ 政友会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

鈴
木　

利
宏

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

重
光　

秋
治

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣
承認案第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対
※表決が分かれた議案名　承認案第77号　専決処分の承認について（市税条例等の一部改正）

Ａ 　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯
に
つ

い
て
は
、
申
請
は
不
要
で
、
手
当
の

受
取
り
口
座
に
自
動
的
に
振
り
込
ま

れ
る
。
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
て
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方
は
申
請
が
必
要
で
あ
り
、

把
握
で
き
る
範
囲
で
案
内
を
送
付
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
引
く
中
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
の
生
活
支
援
の
た
め
に
必
要
な
予
算

と
し
て
、
総
額
に
2
億
1
，
1
3
0
万

円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
収
入

が
減
少
し
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
、
住

民
税
非
課
税
の
ふ
た
り
親
世
帯
を
対
象

に
、
児
童
一
人
当
た
り
5
万
円
を
給
付

す
る
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
」に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
も
の
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
事
業
で
は
、

対
象
者
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
て
給
付

金
が
給
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

恒
常
的
に
収
入
が
少
な
い
世
帯
に
申

請
を
促
す
案
内
を
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

〈
議
案
第
79
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）を
可
決

議案書、提出議案説明書
など、本会議資料は、こ
ちらのQRコードからご
覧いただけます。
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令和３年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和３年６月７日～６月25日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…７件　●予算案…３件　●同意案…４件
●その他…８件　●委員会提出議案…１件

（●全会一致可決…22件　●賛成多数可決…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ 政友会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

鈴
木　

利
宏

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

重
光　

秋
治

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣
議案第90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対
※表決が分かれた議案名　議案第90号　東広島市税条例の一部改正について

○
工
事
請
負
契
約
の
内
容

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地
造
成
工
事

　

調
整
池
造
成
工
事

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー
ト
整
備
工
事

○
契
約
金
額

　

4
億
7
，
7
5
1
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

  

シ
ン
ク
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
中

村
基
礎
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

○
工
事
の
期
間

　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和

5
年
2
月
28
日
ま
で

〈
議
案
第
88
号
〉

川
上
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
成
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
す

議案書、提出議案説明書
など、本会議資料は、こ
ちらのＱＲコードからご
覧いただけます。
リンク後、「議案一覧」
をクリックしてください。

○
工
事
の
場
所

　

高
屋
う
め
の
辺

○
工
事
請
負
契
約
の
内
容

　

  

土
工
事
、
擁
壁
工
事
、
側
溝
工
事
、

集
水
桝
工
事

○
契
約
金
額

　

1
億
7
，
1
0
5
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
明
成

○
工
事
の
期
間

　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和

4
年
3
月
31
日
ま
で

〈
議
案
第
99
号
〉

（
仮
称
）東
広
島
消
防
署 

高
屋
分
署
造
成
工
事
の 

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す

造成工事を行う調整池
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令和３年第２回定例会　議案の概要

学
習
用
端
末
の
回
線
を
切
り
分
け
た
。

今
回
の
補
正
で
は
、
学
習
用
端
末
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
時
の
不
具
合
を

解
消
す
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
の
増
設
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
の
増
強
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ 　

高
屋
西
地
域
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設

の
候
補
地
は
、
あ
る
程
度
特
定
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
敷
地
は
ど

の
程
度
の
規
模
か
。

Ａ 　

駅
か
ら
の
距
離
や
造
成
の
容
易
さ

等
を
条
件
に
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
の
規
模

を
基
本
と
し
つ
つ
、
複
合
施
設
と
し

て
の
機
能
を
満
た
す
規
模
の
敷
地
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

（
補
正
予
算
第
4
号
）

Ｑ 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
は
、
ど
の
よ

う
な
方
が
受
給
対
象
者
と
な
る
の
か
。

Ａ 　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
の
再
貸
付
け
ま
で
利
用

さ
れ
た
方
等
が
対
象
と
な
り
、
140
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

す
る
た
め
、
総
額
に
4
，
9
9
1
万
円

を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
（
第
4
号
）

を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
補
正
予

算
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
後

の
総
額
は
902
億
5
，
0
8
2
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

（
補
正
予
算
第
3
号
）

Ｑ 　

往
診
医
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
協
力
金
な
ど
の
経
費
の
追
加
に
つ

い
て
、
往
診
し
て
い
た
だ
け
る
医
師

等
は
、
何
名
ぐ
ら
い
確
定
し
て
い
る

か
。

Ａ 　

個
別
接
種
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て

い
る
79
医
療
機
関
に
、
往
診
に
よ
る

接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
か
、

働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 　

小
中
学
校
の
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
の
増
設
等
は
、
契
約
済
み
の
東

広
島
市
立
小
中
学
校
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
業
務
等
と
、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。

Ａ 　

過
去
に
契
約
済
み
の
業
務
で
は
、

主
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
充
電
庫
の
整
備

の
ほ
か
、
そ
れ
ま
で
同
じ
サ
ー
バ
ー

を
使
用
し
て
い
た
、
校
務
用
端
末
と

議
案
の
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
迅
速
化
を
最
大
の
目
的
と
し
て
、

総
額
に
5
億
6
，
4
6
1
万
円
を
追
加

す
る
補
正
予
算
案
（
第
3
号
）
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
に
要
す
る
経
費
を
追
加

 

〈
議
案
第
96
号
〉 

〈
議
案
第
100
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
、第
4
号
）を
可
決

補正予算（第３号） 補正額５億6,461万円
〈うち新型コロナウイルス感染症対策分〉
　①ワクチン接種促進総合対策（443,560千円）
　　・個別・集団接種の共通予約システム
　　・医療機関サポート体制の構築
　　・新たな接種会場の体制整備　　など
　②すべての人が接種できるきめ細かな支援
　　（20,858千円）
　　・高齢者に対するバス・タクシー割引乗車券の交付
　　・障害者に対するタクシー割引乗車券の交付
　　・往診医への協力金支給
　③高度救急医療体制強化事業（25,000千円）
　④小中学校GIGAスクールの環境整備（67,626千円）
〈その他主なもの〉
　①高屋西地域複合施設整備のための調査経費
　　（5,868千円）

補正予算（第４号）　補正額4,991万円
　  新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の
支給
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一 般 質 問

一 般 質 問

一般質問の
動画はコチラ

一般質問の
動画はコチラ

※関係人口　　移住した「定住人口」ではなく、観光に来た「交流人口」よりも深いつながりで地域と多様にかかわる人々。
　農業収入保険　　  農産物を対象に自然災害などによる収量減少をはじめ、農業者の経営努力だけでは避けられない収入減少を

広く補償する制度。

「
選
ば
れ
る
都
市
、東
広
島
」

を
追
い
求
め
て
！

質　

問

　

令
和
2
年
国
勢
調
査
で
本
市
は
人
口

増
加
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
因
、
効
果

の
分
析
・
評
価
に
加
え
、
人
口
増
・
維

持
、
※
関
係
人
口
の
拡
大
に
対
し
、
人

が
集
ま
っ
て
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
、
選
ば
れ
る
都
市
の
実
現
に
向
け
た

施
策
、
取
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

人
口
増
加
の
要
因
は
第
五
次
総
合
計

画
に
掲
げ
た
各
施
策
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
捉
え
、
そ
れ
ら
に
企
業
の
設
備
投

資
を
加
え
、
3
年
前
よ
り
40
億
円
の
税

収
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
増
・
維

持
、
関
係
人
口
増
に
向
け
、
大
学
立
地

の
特
性
を
活
か
し
、
多
様
な
人
材
が
集

ま
る
交
流
事
業
の
推
進
や
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
行
う
。

農
業
経
営
の
安
定
化
に

向
け
た
補
償
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

農
業
は
自
然
災
害
や
市
場
価
格
下
落

な
ど
で
収
入
減
少
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
、

収
入
の
補
償
は
重
要
で
あ
る
。
※
農
業

収
入
保
険
の
有
効
性
を
踏
ま
え
、
加
入

促
進
の
た
め
、
保
険
料
の
一
部
を
市
が

負
担
す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

農
業
の
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る

様
々
な
補
償
制
度
が
あ
る
が
、
必
ず
し

も
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
き
れ
て
い
な
い
。

農
業
収
入
保
険
は
大
変
有
効
な
対
策
で

あ
り
、
加
入
促
進
の
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
保
険
料
の
一
部

補
て
ん
を
検
討
す
る
。

ど
う
な
っ
て
る
？

農
業
の
担
い
手
育
成
事
業

質　

問

　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
一
つ
と
し
て

グ
ル
ー
プ
営
農
団
体
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
営
農
団
体
へ
農
機
具
等

の
購
入
補
助
を
行
い
、
将
来
の
法
人
化

に
つ
な
げ
て
い
く
事
業
が
昨
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
事
業
評
価
と
今
後
の
展

開
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

将
来
、
法
人
化
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
概
ね
5
戸
以
上
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
農
地
の
集
積
を
行
い
、
農
機
具

の
共
同
利
用
、
共
同
活
動
を
行
い
、
営

農
活
動
を
続
け
る
団
体
に
対
し
、
1
件

200
万
円
を
上
限
に
補
助
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
昨
年
度
は
市
内
3
か
所
に
計

404
万
円
の
補
助
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
法

人
化
に
向
け
動
き
が
あ
る
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
！

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

質　

問

　

市
内
全
域
に
わ
た
り
、
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
深
刻

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

昨
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
箱
わ
な

管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の

事
業
の
検
証
と
今
年
度
の
方
向
性
を
問

う
。答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

昨
年
度
試
験
的
に
導
入
し
、
捕
獲
事

業
者
が
わ
な
を
見
回
る
際
の
業
務
負
担

が
減
少
す
る
な
ど
、
事
業
効
果
も
高
い

こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
機
器
の
数
を
大

幅
に
増
強
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
捕

獲
作
業
の
効
率
化
を
図
る
。

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■選ばれる都市東広島を目指
して

■農業経営の安定化に向けた
取組の推進

■中心市街地活用によるにぎ
わいの創出について

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市の農業について
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※スマート農業　ロボットやインターネット技術・AI（人工知能）等を活用した次世代型の農業のこと。
　IoT　　internet of thingsの略。身の回りのものがインターネットにつながること。

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

質　

問

　

市
は
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地

を
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
多
様
な

ス
ペ
ー
ス
に
す
る
構
想
を
示
さ
れ
た
が
、

西
条
駅
前
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
と
、
市
民
か
ら
の
要
望
や

ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

当
跡
地
は
都
市
の
魅
力
・
に
ぎ
わ

い
・
活
力
を
創
出
す
る
本
市
の
都
市
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
市
民

ニ
ー
ズ
等
を
含
め
整
理
し
た
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
や
子
育
て
・
福
祉
分
野
と

い
っ
た
公
共
機
能
に
つ
い
て
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
駐
輪
場
等
の
公
有
地
を
活

用
し
、
将
来
的
に
必
要
と
な
る
公
共
機

能
と
合
わ
せ
て
整
備
を
検
討
す
る
。

東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
と
機
能
の
再
編

質　

問

　

東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
は
施
設
全
体

の
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
は
多
く
の
修

繕
が
想
定
さ
れ
、
運
営
は
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
陥
る
と
懸
念
す
る
。
市
は
当

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

現
在
、「
東
広
島
市
の
農
業
の
流
通

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
検
討
会
を
開
催

し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
取
扱
適
正
規
模
の
整
理

や
、
流
通
セ
ン
タ
ー
の
立
地
条
件
の
良

さ
か
ら
、
敷
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
※
ス
マ
ー
ト
農
業

へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
は
県
内
で
も
先
駆
的
集
落
法

人
の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
き
た
地
域
だ

が
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
過
疎
化
が
進

ん
で
い
る
。
農
業
が
直
面
す
る
様
々
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
や
※
Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
の
導
入
が
期
待

さ
れ
る
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
ど
の
よ

う
に
普
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

本
市
の
農
業
は
生
産
体
制
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
現
状
を

踏
ま
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
・
促

進
に
よ
り
、
生
産
体
制
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、ド
ロ
ー

ン
や
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を
活
用
し
た

作
業
の
省
力
化
を
支
援
す
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の

移
築
・
移
転
に
つ
い
て

質　

問

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
貴
重
な
資
料
を
、

旧
久
芳
小
学
校
跡
地
に
移
築
・
移
転
し

展
示
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
本
市
の
歴
史
の
一
端
を
伝
え

る
も
の
で
、
観
光
地
に
で
き
る
の
で
は

と
考
え
る
が
、
各
方
面
へ
の
周
知
を
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
活
用
し
周
知
す
る
。
ま
た
、

広
島
大
学
総
合
博
物
館
な
ど
と
連
携
し
、

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
周
遊
性
の
あ

る
企
画
展
示
を
実
施
す
る
な
ど
、
県
内

外
の
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
方
策
も
講

じ
た
い
と
考
え
る
。

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■第３次東広島市農業振興基
本計画について

■東広島市における歴史民俗
資料館について

一般質問の
動画はコチラ

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■農業振興のための拠点づく
りについて

■中央生涯学習センターの跡
地活用について

■地域共生社会について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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※アピアランスケア　　  医学的・整容的・心理社会的支援を用いて、外見の変化を補完し、外見の変化に起因するがん患者の苦
痛を軽減するケア。

※ヤングケアラー　　通学や仕事をしながら、家族の介護や世話をしている18歳未満の子どものこと。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

早
期
発
見
と
支
援
体
制
を

質　

問

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
や
実

態
把
握
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
多
様
な
主
体
が
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な

支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

多
田
副
市
長

　

児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
親

子
関
係
で
苦
し
む
子
ど
も
の
早
期
発
見

や
状
況
把
握
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
教
職
員
に
よ
る
定
期
的
な
個
人

面
談
や
家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る

教
育
相
談
を
継
続
し
て
行
い
、
早
期
発

見
と
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

学
校
内
で
の
支
援
体
制
と
し
て
は
、

学
校
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
教
育
委
員
会
及
び
各
関
係
課
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
、
個
々
に
応

じ
た
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

そ
の
都
度
、
対
応
し
て
お
り
、
引
き
続

き
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
全
体
で
の
支
援
体
制
の

構
築
と
し
て
は
、
学
校
現
場
を
中
心
に
、

地
域
に
身
近
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
等
に
よ
る
早
期
発

見
や
日
常
の
見
守
り
に
加
え
、
必
要
に

応
じ
て
、
保
健
医
療
、
児
童
福
祉
、
教

育
等
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
で
専
門
的

な
介
入
を
行
う
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て

多
様
な
主
体
が
協
力
体
制
を
取
り
な
が

ら
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

女
性
の
目
線
で
本
市
の
健

康
と
福
祉
政
策
を
伺
う

質　

問

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
生
理
用
品
に
対

し
て
の
支
援
が
各
自
治
体
で
広
が
っ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧
困
」
に

対
し
て
本
市
は
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ

る
か
を
伺
う
。
ま
た
、
が
ん
治
療
に
よ

る
外
見
の
変
化
に
対
す
る
ケ
ア
と
し
て

※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
が
あ
る
。
外
見

に
悩
む
患
者
を
対
象
に
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
・
人
工
乳
房
の
購
入
、
医
療
用
補
正

具
の
購
入
に
対
し
て
助
成
を
す
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

生
理
用
品
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和

3
年
7
月
を
目
途
に
市
役
所
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
各
相
談
窓
口
、
市
内
小
中

学
校
の
保
健
室
等
で
配
布
す
る
こ
と
と

す
る
。
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
人
工
乳
房

の
購
入
、
補
正
具
購
入
へ
の
助
成
に
関

す
る
相
談
は
充
分
把
握
で
き
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
対
し
、
丁
寧
に
意
見
を
拾
い
上
げ
、

現
状
把
握
や
分
析
を
行
い
、
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ

い
て

質　

問

　

禁
煙
外
来
治
療
費
助
成
事
業
の
具
体

と
、
独
自
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

受
動
喫
煙
に
伴
う
子
ど
も
や
妊
婦
へ

の
健
康
被
害
防
止
と
市
民
自
ら
の
禁
煙

の
支
援
を
目
的
に
、
禁
煙
外
来
治
療
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。
実
効
性
の

あ
る
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■生理の貧困に対する本市の
取組みについて

■受動喫煙防止に対する本市
の取り組みについて

■がん支援体制の取り組みに
ついて

一般質問の
動画はコチラ

石
いしはら

原　賢
け ん じ

治
（市民クラブ）

質問した項目
■ヤングケアラーの発見とそ
の支援について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問



市議会だより　2021.8 page.12

※LGBT　　  「性的少数者」を表す言葉の総称。「レズビアン（女性同性愛者）」、「ゲイ（男性同性愛者）」、「バイセクシュアル（両
性愛者）」、「トランスジェンダー（性別越境、性別違和）」の頭文字をとって組み合わせた言葉。

※SDGs　　  2015年に国連開催のサミットで決められた国際社会共通の持続可能な開発目標。５つのＰ（①人類（people）②地球（planet）③繁栄（prosperity） 
④平和（peace）⑤パートナーシップ（partnership））に向けた行動計画として掲げたもの。

　ディーセント・ワーク　　働きがいのある人間らしい雇用のこと。
　スーパーシティ構想　　国家戦略特区制度を活用し、住民と競争力のある事業者が協力し、世界最先端の日本型スーパーシティを実現する取組み。
　スマートシティ　　最先端技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、生活の利便性や快適性を向上させるとともに、人々が安心・安全に暮らせるまち。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
と
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

質　

問

　

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
「
食
料
の
安
定

供
給
」
実
現
と
関
連
す
る
本
市
計
画
に

安
全
な
食
の
供
給
も
加
え
て
は
い
か
が

か
。
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
「
※
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
」
に
向
け
市
が

発
注
す
る
契
約
に
関
し
公
契
約
条
例
を

制
定
し
雇
用
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
い
か
が
か
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　
　
　
　

梶
永
総
務
部
長

　

①
有
機
農
業
推
進
や
安
全
安
心
な
地

元
作
物
生
産
の
技
術
伝
承
と
同
時
に
そ

れ
ら
の
販
路
拡
大
も
図
っ
て
い
く
。
②

他
自
治
体
の
事
例
も
研
究
し
た
が
、
今

の
と
こ
ろ
は
、
入
札
制
度
の
工
夫
や

契
約
の
中
身
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト・ワ
ー
ク
実
現
を
目
指
す
。

同
計
画
と
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
に
つ
い
て

質　

問

　

①
※
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
や
※
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
は
、
時
と
し
て
制

度
変
更
を
伴
う
場
合
が
あ
る
と
思
う
が
、

前
提
と
な
る
住
民
合
意
は
、
ど
の
よ
う

に
形
成
し
て
い
く
の
か
。
②
そ
の
前
段

と
な
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
現
状
の

方
法
で
充
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
影
響
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

し
な
が
ら
、
住
民
の
意
向
も
し
っ
か
り

く
み
取
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
い
。
②

現
在
の
方
法
で
は
、
真
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
に
く
い
部
分
も
あ
り
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
等
新
た
な
手
法
を
検
討
す
る
。

小
中
学
校
の
校
則
の
見
直

し
を
！

質　

問

　

長
ズ
ボ
ン
の
着
用
が
3
月
か
ら
禁
止

に
な
る
な
ど
、
柔
軟
性
に
欠
け
る
よ
う

な
校
則
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
状
と
合
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
柔

軟
性
に
か
け
る
も
の
、
※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

配
慮
が
必
要
な
も
の
を
含
め
、
校
則
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も
見
直

し
の
機
運
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

学
校
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
児
童

生
徒
の
状
況
は
常
に
変
化
す
る
た
め
、

校
則
の
内
容
は
、
児
童
生
徒
の
実
情
、

保
護
者
の
考
え
方
、
地
域
の
状
況
、
社

会
の
常
識
、
時
代
の
進
展
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
絶
え
ず
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
は
集
団
生
活
の
場
で
あ
り
、
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
が
校

則
等
を
自
分
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、

自
主
的
・
自
律
的
に
学
校
生
活
を
送
る

態
度
を
育
て
る
と
い
う
視
点
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
外
国
籍
の
児
童
生
徒
へ
の

配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
、
教
育
委
員
会

で
は
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
生
徒
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
す
る
予
定
で
、
そ
の

内
容
を
踏
ま
え
、
各
小
中
学
校
が
今
後
、

校
則
の
見
直
し
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

参
考
に
な
る
方
針
を
示
し
、
校
則
の
見

直
し
プ
ロ
セ
ス
や
運
用
の
仕
方
も
含
め

て
、
子
供
た
ち
が
納
得
す
る
よ
う
な
校

則
と
な
る
よ
う
に
、
学
校
に
工
夫
を
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（令和会）

質問した項目
■小中学校の校則について
■乳幼児期における教育・保
育の充実について

一般質問の
動画はコチラ

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の
推進について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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※土地利用規制法　　　自衛隊の基地など安全保障上重要な施設周辺の土地利用を規制する法律。

※イノベーション　　科学的な発見や発明等による新たな知識を基にした知的・文化的価値の創造と、それらの知識を発展させて経済的、社会的・公共的価値の創造に結び付ける革新。
　サプライチェーン　　製品の原材料等の調達や製造、配送、販売、消費等全体の一連の流れのこと。供給連鎖。
　フィージビリティ調査　　事業化等の可能性、採算性等を多面的に調査すること（フィージビリティ：「実現性」「実現可能性」）。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
は
現

行
の
制
度
で
よ
い
の
か

質　

問

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
工
事
に
関
す

る
要
望
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。
ま
た
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分
担
金
に
つ

い
て
、
市
民
目
線
で
も
っ
と
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
中
谷
建
設
部
長

　

現
在
の
要
望
件
数
は
22
件
で
、
推
移

は
、
平
成
30
年
が
3
件
、
令
和
元
年
3

件
、
令
和
2
年
1
件
で
あ
る
。
令
和
3

年
度
の
事
業
予
算
は
2
億
9
千
万
円
で
、

多
く
の
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

現
行
の
分
担
金
割
合
を
定
め
た
条
例
を

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
条
例
制
定
時
か
ら
の
物

価
変
動
に
つ
い
て
は
工
事
費
で
概
ね

20
％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
団
地
の
考
え
方
に
つ

い
て

質　

問

　

東
広
島
市
の
産
業
団
地
は
、
民
間
主

導
の
開
発
を
支
援
し
て
い
く
方
向
に
舵

を
切
ら
れ
た
が
、
こ
の
方
向
性
で
問
題

は
な
い
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

企
業
ニ
ー
ズ
等
を
満
た
し
、
採
算
が

見
込
め
る
土
地
を
選
定
す
る
の
は
困
難

と
考
え
る
。
大
学
周
辺
で
の
地
域
※
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
志
和
Ｉ
Ｃ
周

辺
で
の
※
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
革
新
支

援
、
市
内
一
円
で
の
地
域
産
業
の
振
興

と
い
っ
た
3
つ
の
柱
を
定
め
、
こ
れ
ま

で
の
丘
陵
地
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
も

の
か
ら
、
平
地
で
の
※
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
公

的
開
発
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

※
土
地
利
用
規
制
法
は
治
安

維
持
法
に
匹
敵
す
る
悪
法

質　

問

　

本
市
に
は
、
米
軍
川
上
弾
薬
庫
及
び

陸
上
自
衛
隊
原
村
演
習
場
が
存
在
し
、

土
地
利
用
規
制
法
成
立
に
よ
り
、
市
民

の
財
産
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
侵
害

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
わ
な
け
れ

ば
刑
事
罰
を
科
す
非
常
に
厳
し
い
対
応

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

現
時
点
で
本
市
へ
の
影
響
等
は
不
確

定
で
あ
り
、
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

島
根
原
発
の
被
災
者
受
入

れ
計
画
全
容
示
し
て

質　

問

　

島
根
原
発
が
被
災
し
た
場
合
、
本
市

の
被
災
者
の
受
入
れ
体
制
と
避
難
所
は

万
全
か
否
か
？

答　

弁
／
藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

万
が
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る

広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

島
根
県
雲
南
市
の
住
民
を
最
大
1
万

3
，
0
6
0
人
受
け
入
れ
る
。
避
難
所

は
、
避
難
者
の
自
主
運
営
を
基
本
と
し
、

本
市
及
び
雲
南
市
職
員
が
補
助
を
行
う
。

た
だ
し
、
本
市
に
お
い
て
も
自
然
災
害

等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
受
入
れ
を
断

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■平和行政について
■災害の備えについて
■脱炭素社会と本市のエネル
ギー政策について

一般質問の
動画はコチラ

山
やました

下　守
まもる

（政友会）

質問した項目
■急傾斜地崩壊対策について
■産業団地の考えかたについ
て

■普通財産における処分につ
いて

一般質問の
動画はコチラ

島根原子力発電所
（島根県松江市）

一 般 質 問

一 般 質 問
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※Park-PFI（P-PFI）　　  飲食店、売店等の公園利用者のへの設置と、その施設から生じる収益を活用してその周辺の園路、広
場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募により
選定する「公募設置管理制度」のこと。

コ
ロ
ナ
禍
の
ペ
ッ
ト
事
情

に
つ
い
て

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ペ
ッ
ト
の
需
要
が
高
ま

る
反
面
、
動
物
愛
護
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
保
護
依
頼
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
命
の
大
切
さ
を
広
く
周

知
す
る
た
め
の
広
島
県
と
の
連
携
に
つ

い
て
問
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

飼
育
講
習
会
、
し
つ
け
方
講
習
会
、
動

物
愛
護
教
室
等
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
も
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
強
化
し
、
命
の
大
切
さ
、

命
を
扱
う
責
任
に
つ
い
て
の
周
知
、
地

域
に
お
け
る
動
物
愛
護
の
担
い
手
の
活

動
支
援
や
動
物
の
適
正
飼
養
に
対
す
る

市
民
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

一
般
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て

質　

問

　

生
ご
み
の
水
切
り
器
を
配
布
し
て
、

水
分
量
を
削
減
さ
れ
る
と
い
う
事
だ
が

実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

本
年
度
水
切
り
器
を
購
入
し
、
希
望

す
る
市
民
や
出
前
講
座
の
参
加
者
へ
無

償
配
布
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
現
在
、

製
品
の
選
定
作
業
を
進
め
、
早
期
に
配

布
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
多
く

の
方
に
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
各
種
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
広
報
す
る
と
と
も

に
、
水
切
り
器
の
使
用
動
画
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
な
ど
、
水
切
り

器
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る

市
役
所
を
目
指
し
て

質　

問

　

市
役
所
10
階
食
堂
を
、
使
用
し
な
い

時
間
帯
に
別
事
業
者
で
飲
み
物
等
を
提

供
す
る
カ
フ
ェ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
2
階
の
連
絡
通
路
テ
ラ
ス
に

テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
置
い
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
。
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
る
市

役
所
を
目
指
し
、
検
討
チ
ー
ム
な
ど
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

飲
食
の
販
売
の
資
格
や
許
可
を
取
得

す
る
他
事
業
者
が
現
在
の
事
業
者
の
営

業
時
間
外
に
営
業
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
2
階
の
連
絡
通
路
テ
ラ
ス
へ
の

テ
ー
ブ
ル
設
置
は
通
行
人
の
数
な
ど
を

調
査
し
た
上
で
、
試
験
的
に
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。
市
役
所
の
活
用
に

つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
制
や
チ
ー
ム
に
よ
る

活
用
案
を
参
考
に
す
る
。

※
Ｐ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
用
い
て

鏡
山
公
園
に
カ
フ
ェ
を

質　

問

　

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
美
し
い

景
観
の
広
島
大
学
周
辺
部
の
賑
わ
い
創

出
の
中
核
と
な
り
得
る
鏡
山
公
園
に

※
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
、
民

間
の
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　

弁
／
鎌
田
都
市
部
長

　

現
在
、
公
園
の
改
修
予
定
が
な
い
こ

と
に
加
え
、
施
設
を
追
加
整
備
す
る
だ

け
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
が
乏
し
く
、
立
地

条
件
や
事
業
者
の
収
益
上
の
課
題
も
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■市民の憩いの場となる市役
所を目指して

■鏡山公園におけるPark-PFI
の活用について

一般質問の
動画はコチラ

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■コロナ禍における本市の対
応について

■一般ごみの減量化について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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※学校給食の残渣　　調理の過程や、食べ残しにより発生する、食品由来のごみ。

市
内
幹
線
道
路
の
進
捗
状

況
と
整
備
状
況
に
つ
い
て

質　

問

　

国
道
2
号
道
照
交
差
点
の
高
架
化
の

供
用
開
始
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　

国
道
375
号
御
薗
宇
バ
イ
パ
ス
の
4
車

線
化
は
整
備
が
遅
れ
て
い
る
が
、
交
差

点
の
位
置
と
形
状
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
工
事
着
手
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

道
照
交
差
点
に
つ
い
て
は
今
年
度
工

事
内
容
を
見
直
し
、
早
期
着
手
に
向
け

発
注
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
安
芸

津
・
下
三
永
ラ
ン
プ
か
ら
、
早
稲
木
交

差
点
の
4
車
線
化
に
つ
い
て
も
強
く
国

に
要
望
し
て
い
く
。

　

国
道
375
号
御
薗
宇
バ
イ
パ
ス
の
整
備

に
つ
い
て
は
今
年
度
用
地
取
得
等
を
行

い
、
来
年
度
以
降
、
工
事
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
災
害
避
難

所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た

避
難
所
開
設
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
い
、

自
宅
療
養
者
本
人
・
家
族
の
避
難
対
応

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
避
難
所
内
の
消
毒
・
換
気
等

予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

弁
／
藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、換
気
用
の
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
配
備
し
、
感
染
症
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
体
調
不

良
者
が
出
た
場
合
は
、
配
備
済
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
保
健
師
と
の

相
談
体
制
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
和
教
育・啓
発
に
つ
い
て

質　

問

　

法
務
省
が
実
施
し
た
部
落
差
別
意
識

調
査
の
報
告
書
で
は
、
結
婚
や
交
際
の

相
手
が
同
和
地
区
出
身
か
を
気
に
す
る

人
が
約
16
％
で
、
部
落
差
別
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
約
86
％

の
人
が
部
落
差
別
が
不
当
な
差
別
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
部
落
差
別
が
あ
る

と
思
う
人
は
約
73
％
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
本
市
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
同
和
教
育
・
啓
発
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

弓
場
生
活
環
境
部
長

　

本
市
で
は
令
和
2
年
度
に
「
人
権
に

関
す
る
市
民
・
事
業
所
意
識
調
査
」
を

実
施
し
、
今
年
度
よ
り
ネ
ッ
ト
上
で
の

「
差
別
書
き
込
み
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
人
権
教
育
・
啓
発
指
導

者
研
修
会
等
で
市
民
の
人
権
認
識
を
高

め
て
い
る
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
で

あ
る
教
職
員
の
認
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

学
習
を
進
め
て
い
る
。

学
校
給
食
の
食
品
ロ
ス
削

減
に
つ
い
て

質　

問

　
※
学
校
給
食
の
残ざ
ん
さ渣
は
年
間
ど
れ
く

ら
い
か
。残
渣
を
有
効
活
用
し
て
い
る
か
。

答　

弁
／
國
廣
学
校
教
育
部
長

　

学
校
給
食
の
食
べ
残
し
は
年
間
約
51

ト
ン
で
あ
る
。
本
年
4
月
よ
り
残
渣
の

堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■同和問題について
■学校給食について

一般質問の
動画はコチラ

加
か と う

藤　祥
しょういち

一
（創生会）

質問した項目
■市内の幹線道路の進捗状況
と今後の整備状況について

■新型コロナウイルスが蔓延
している状況下での、大規
模災害時の避難所の開設・
運営について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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※温対法　　  地球温暖化対策の推進に関する法律。令和３年の改正で、昨年秋に宣言された2050年カーボンニュートラルを基
本理念として法に位置づけた。

　ESCO事業　　省エネルギーに関する包括的なサービスを提供し、顧客の利益と地球環境の保全に貢献するビジネス

市
民
の
命
を
守
れ
！
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

質　

問

　

①
日
本
で
は
毎
年
約
1.1
万
人
が
子

宮
頸
が
ん
に
な
り
、
毎
年
2.8
千
人
が

死
亡
、
子
宮
を
失
う
人
が
1.2
千
人
い

る
。
子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
が
ん
で
、
2009
年
か
ら
小
6
〜
高

1
ま
で
公
費
負
担
で
接
種
が
始
ま
っ

た
（
接
種
率
約
70
％
）。
2013
年
一
部
マ

ス
コ
ミ
が
根
拠
の
な
い
重
篤
な
副
反

応
を
報
道
し
た
た
め
、
厚
労
省
は
接
種

勧
奨
を
中
止
、
接
種
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

な
っ
た
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
2030
年
ま
で
に
接
種

率
90
％
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
）。
昨

年
度
か
ら
消
極
的
な
勧
奨
を
再
開
し

た
が
、
そ
の
案
内
に
は
「
積
極
的
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
め
て
い
な
い
」
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
接
種
率
は
1
％
に

届
か
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な

か
っ
た
人
は
、
子
宮
が
ん
と
い
う
大
き

な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
本

市
は
昨
年
度
、
高
1
の
み
に
接
種
案
内

し
て
い
る
が
、
小
6
〜
高
1
ま
で
対
象

者
全
員
に
接
種
勧
奨
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
厚
労
省
任
せ
の
勧
奨
で
市
民
の

命
を
守
れ
る
の
か
問
う
。

　

②
接
種
勧
奨
さ
れ
な
か
っ
た
現
在
17

〜
21
歳
の
世
代
も
公
費
負
担
で
接
種
す

べ
き
で
は
な
い
か
。「
自
分
の
子
や
妻
、

大
切
な
人
を
が
ん
か
ら
守
る
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

答　

弁
／
片
岡
こ
ど
も
未
来
部
長

　

①
今
年
度
は
「
積
極
的
に
お
勧
め
す

る
の
を
止
め
て
い
る
」
と
い
う
表
記
を

削
除
し
、
対
象
者
全
員
に
通
知
す
る
。

　

②
公
費
負
担
の
接
種
は
困
難
で
あ

る
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て質　

問

　

国
は
、
2050
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
、
※
温
対
法
を
改
正
す
る

な
ど
、
温
暖
化
対
策
を
強
化
し
て
い 

る
。
本
市
も
取
組
み
を
強
化
す
べ
き
で

あ
り
、
評
価
、
検
証
、
公
表
し
て
、
市

民
に
情
報
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／　

弓
場
生
活
環
境
部
長

　

環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
第
二
期
行

動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
国
が
示
す

46
％
削
減
に
向
け
て
見
直
し
を
行
う
。

　

市
役
所
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

に
つ
い
て
は
、
設
備
等
の
更
新
が
有
効

な
も
の
に
つ
い
て
、
※
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

等
を
含
め
、
積
極
的
に
改
修
、
更
新
等

を
進
め
、
市
民
や
事
業
者
の
方
々
の
参

考
と
な
る
よ
う
情
報
発
信
を
行
う
。

市
街
化
区
域
内
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
市
街
化
区
域
内
に
は
、
幅
の

狭
い
道
路
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
救
急

車
や
消
防
車
が
通
れ
な
い
等
、
課
題
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
を
整
備
す
る

制
度
を
国
が
作
っ
て
お
り
、
活
用
し
て

い
る
市
町
も
多
く
あ
る
。
本
市
も
民
間

や
地
域
の
力
を
借
り
て
、
こ
の
よ
う
な

制
度
を
作
れ
な
い
か
。

答　

弁
／　

鎌
田
都
市
部
長

　

先
進
自
治
体
で
の
成
果
や
課
題
等
を

把
握
し
、
本
市
の
現
状
や
課
題
、
制
度

上
の
問
題
点
等
も
踏
ま
え
実
効
性
の
あ

る
道
路
整
備
に
な
る
よ
う
、
関
係
部
署

と
連
携
を
取
り
、
調
査
・
研
究
す
る
。

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■地球温暖化対策について
■市道の整備について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■ワクチン接種の正しい理解
について

■自治体におけるDX推進の課
題について

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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※Town&Gown　　  欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となったまちづくりを目指すため、広島大学と東広島市が連携を図りながら、持続可
能で魅力的なまちづくりを進める取組み。

　コモンプロジェクト  広島大学と東広島市がともにビジョンを共有し、一体となって持続可能で魅力的なまちづくりの実現に向けて取組みを進めていくために、広島大学内で公募した
連携研究プロジェクトのこと。

日
本
人
の
自
己
肯
定
感
は

何
故
乏
し
い
の
か

質　

問

　

元
教
員
の
小
玉
宏
氏
は
、「
ヤ
ン
キ
ー

更
生
の
プ
ロ
」
と
言
わ
れ
た
が
、
子
供

た
ち
の
「
俺
は
バ
カ
だ
か
ら
」
の
壁
は

厚
か
っ
た
と
言
う
。
あ
る
時
「
全
員
に

100
点
と
ら
せ
た
い
」
と
、
2
週
間
前
に

問
題
を
教
え
る
か
ら
皆
で
協
力
す
る
よ

う
提
案
す
る
と
、
休
憩
時
間
に
は
ヤ
ン

キ
ー
が
で
き
る
子
を
取
り
囲
み
メ
モ
を

取
る
と
い
う
光
景
と
な
っ
た
。

　

発
表
の
日
、
皆
が
100
点
取
る
中
で
、

そ
れ
ま
で
3
点
だ
っ
た
一
番
の
ワ
ル
は

98
点
だ
っ
た
が
、
そ
の
場
で
泣
き
崩
れ

て
し
ま
い
、
学
級
委
員
長
が
出
て
き
て

み
ん
な
で
ワ
ル
を
胴
上
げ
す
る
と
い
う

光
景
が
広
が
っ
た
。

　

バ
カ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
子
は
ひ

と
り
も
い
な
い
。
偏
差
値
教
育
が
「
俺

は
バ
カ
」
と
思
わ
せ
、
自
己
肯
定
感
を

阻
害
し
て
い
る
。
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／　

津
森
教
育
長

　

内
閣
府
の
若
者
意
識
調
査
で
は
、
自

分
に
肯
定
的
な
回
答
は
、
ド
イ
ツ
91
・

4
％
、
ア
メ
リ
カ
91
・
2
％
、
フ
ラ
ン

ス
90
・
6
％
、
イ
ギ
リ
ス
87
・
9
％
、

韓
国
74
・
2
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
72
・

7
％
で
あ
り
、
日
本
は
62
・
2
％
で
最

も
低
い
。

　

人
と
の
比
較
や
集
団
の
中
の
位
置
で

評
価
さ
れ
自
己
肯
定
感
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。

安
芸
津
の
道
路
行
政
に
つ

い
て

質　

問

　

昭
和
30
年
代
頃
、
安
芸
津
の
道
路
行

政
は
失
業
対
策
な
ど
、
様
々
な
手
法
に

よ
り
道
路
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
登

記
等
、
事
務
遅
延
に
よ
り
私
道
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

早
急
な
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の

考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

市
が
管
理
を
す
る
道
路
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
行
う
た
め
に
は
用
地
の
整
理

な
ど
道
路
と
し
て
機
能
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
早
急
な
対
応
が
必
要
な
こ

と
か
ら
将
来
、
市
が
管
理
を
予
定
し
て

い
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
支
給

を
行
う
中
で
、
機
能
保
持
を
行
う
よ
う

対
応
し
て
い
く
。

※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ

構
想
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
大
学
と
本
市
が
中
心
と
な
り
連

携
企
業
な
ど
と
市
の
課
題
に
取
り
組
む

に
は
地
域
課
題
の
抽
出
方
法
や
市
民
意

識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
課
題

の
抽
出
方
法
と
今
後
の
構
想
の
進
め
方

に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

地
域
課
題
解
決
の
新
た
な
仕
組
み
で

あ
る
「
※
コ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
、
市
民
、
大
学
、
市
が
一
体
と

な
っ
て
課
題
解
決
を
す
る
こ
と
で
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
く
。
ま
た
、
民
間
企

業
と
連
携
す
る
こ
と
で
5
Ｇ
の
環
境
整

備
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■道路政策について
■Town&Gown構想について

一般質問の
動画はコチラ

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■日本人の自己肯定感は何故
乏しいのか

一般質問の
動画はコチラ

一 般 質 問

一 般 質 問
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市議会からの新型コロナウイルス
感染症対策に関する要望書の提出

　新型コロナウイルスワクチン接種が本格化す
る中、より効率的にワクチン接種を実施できる
体制を構築するよう、５月17日に市長に緊急
提案を行いました。また、広島県に２度目の緊
急事態宣言が発出され、地域経済への影響が深
刻化していることから、６月18日に感染拡大
防止、生活支援、経済対策等について、市議会
からの緊急要望書を市長に提出しました。

所管事務調査を通じた執行部への
情報提供について（総務委員会）

　「行政手続の簡素化について」をテーマに、本
市の入札から工事監理、検査までの事務につい
て、調査研究を行いました。
　本市が工事入札の際に提出を求めている書類
等の現状把握のため、市の執行部からの聴取や、
委員による関係者への個別の聴取を行いました。
調査結果は、今後の事務に資するため、執行部
と情報共有を行いました。

所管事務調査を通じた執行部への
提言について（市民経済委員会）

所管事務調査を通じた執行部への
提言について（文教厚生委員会）

　「一般廃棄物の分別について」、「道の駅の管
理運営について」の２つのテーマについて、調
査研究を行いました。
　どちらのテーマについても、本市の現状や先
進都市の情報等を調査研究し、課題を洗い出し
た上で、調査内容に基づいた提言を執行部に対
して行いました（一般廃棄物：生活環境部、道
の駅：産業部）。

　「受動喫煙の防止について」をテーマに、調
査研究を行いました。
　喫煙等による望まない受動喫煙を防止するた
め、改正健康増進法・広島県がん対策推進条例
といった関係法令の調査、執行部の取組み状況
の把握などを行いました。これらを踏まえ、庁
内連携体制を構築した上での実効性のある知識
の普及・意識啓発、効果的な環境の整備を求め
る提言を執行部に対して行いました。



市
民
の
声

The letter from a citizen
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多文化共生の市民参画
 ジョーセフ　ジェームス（高屋町）

笑顔で挨拶　見習っています
 石

いし
井
い
　佳

か
澄
すみ
（八本松町）

　私は、広島と母国インドの青少年交流活動

を行っています。昨年からコロナ禍で今まで

どおりの活動が難しくなっていますが、東広

島市では今までの活動を通じて多くの地域の

方々と学生と交流する機会もありました。

　活動で目指しているのは、できるだけ多く

の人々に国と文化が違ってもだれもが同じ人

間で、地球を共有していることを理解しても

らうことです。

　東広島市にも多くの外国籍の留学生、定住

者及び技能実習生が生活されており、住民登

録の際には外国語での生活案内がされていま

すが、日本語と日本の文化の理解が十分とは

言えない方は少なくないと思います。

　小中学生、地域住民と外国人住民と共に活

動ができる場が増えると良いですね。

　今年の４月から家の前で登校中の子ども達

に声かけをしています。「おはようございます」

と挨拶すると、大きな声、小さな声で挨拶を

してくれます。中には黙って通り過ぎる子も

います。班長が帽子を取って「おはようござ

います」と挨拶すると、１年生も班長の真似

をして、帽子を取って挨拶をしてくれます。

　登校班に付いて歩くと、中学生とすれ違い

ます。すれ違う時に、笑顔で「おはようござ

います」と、私より先に挨拶してくれる女子

中学生…なんて爽やかで、気持ちの良い中学

生だろう。

　私は、中学生を見習って、子ども達が元気

に１日を過ごせるように、笑顔で「おはよう

ございます…」を実行しています。

令和3年第3回定例会の日程

東広島市議会

8月・9月
日 月 火 水 木 金 土

10月
日 月 火 水 木 金 土

30 31 １ ２ ３ ４

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

本会議（一般質問）

12 13 14 15 16 17 18

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

決算特別委員会

19 20 21 22 23 24 25

決算特別委員会 決算特別委員会

26 27 28 29 30

決算特別委員会

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

本会議
（議案審議）

予備日

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

耳マーク

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　東広島市議会では、新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等の傍聴につ
いては、当面の間、自粛をお願いしています。
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指消毒剤で消毒、マスク
の着用、咳エチケットなどを徹底いただきますとともに、他の傍聴者との間隔を空けて座っていただきますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子は、KAMONケーブルテレビで生中継し、インターネット（YouTube）でも生配信して
います。また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネットで生配信しています。市議会ホー
ムページからアクセスできますので、ご利用ください。
　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

どんどん淵峡（豊栄町）

ユーモラスな河童のオブジェ
　「むかしむかし、近くの滝城が敵の大軍に囲まれ落城した際に、谷間の
淵に城から落ちた太鼓が滝に打たれて援軍の進撃を思わせるよう『どんど
ん』と辺り一面にこだました。その後、この場所は『どんどん淵峡』と呼
ばれるようになった。」という伝説が残っています。現在は、地域の方々
による手作りのユーモラスな河童のオブジェが、いたるところに設置され
ています。

新
た
な
体
制
で
出
発

　

令
和
3
年
第
2
回
定
例
会
最
終

日
に
お
い
て
、
市
議
会
の
新
た
な

体
制
と
し
て
、
議
長
・
副
議
長
を

選
出
し
、
各
常
任
委
員
会
や
議
会

運
営
委
員
会
等
の
構
成
も
一
新
し

ま
し
た
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
担
当
す

る
広
報
広
聴
委
員
会
も
今
号
よ
り

新
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
「
市
議
会
だ

よ
り
」
で
は
新
体
制
の
顔
ぶ
れ
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
議
会
活
動
を
お

伝
え
し
、
ご
意
見
を
聴
く
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
広
報
広
聴
委

員
会
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長

 

坂
元　

百
合
子


